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自尊意識を高めるために
八雲町立黒岩小学校長 長内 克磨

いつの間にか、日没も早まり、朝夕の暖房が欠かすことができなくなってきました。まもな

く来る冬に備え、各ご家庭では準備に余念が無いことだと思います。

さて、先月の学校通信で「自尊意識」の事について触れました。今回は少し詳しく述べたい

と思います。タイムリーなことに、8月に知内町で行われた「渡島母親研修会」、今月初めの「全

道 PTA研究大会」のどちらの講演会でも、「自尊意識」が取り上げられていました。

【心の発達のしかた】

上の図のように、「健康な身体」がまず基礎となり、その中で「自分は必要とされているんだ」

などという自己肯定感を育て、しっかりとした人としての基礎を築くことが必要です。それが

できていてこそ、学力も身につくのだと言うことです。

道 P大会で講演した高濱正伸さんは、会場を笑いの渦に包みながら、「大人になったときに（衣

食住を）一人で生きていけるように育てるのが、私たちが今やっていることなんです」と、「ニ

ートや引きこもりのほとんどは男でしょ…」と、昨今の男子の「軟弱さ」についても話してい

ました。

両者に共通していたのは、

・低学年のうちは、自分は親から大切にされているんだという意識をつくること

・大切にされていると思うからこそ、頑張る・我慢することができる

・基本的な生活がしっかりしていないのに、学力は伸びないし、しつけもできない

・高学年では、他人（友達など）にどう見られているかに意識は変わる

3･4年生は、低学年から高学年への変わり目。高濱先生も「この年代はグレーなんです」と。

このようなことから、学校でも、家庭でも、私たち大人は、子どもの手や足になる事無く、

将来自立できる大人になるように、子どもたちを育てていかなければなりません。
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11月の主な行事予定

1日(金)安全点検 AET 職員会議 14日(木)街頭指導(茂木)
6日(水)学芸会総練習・会議日 15日(金)AET（5/6年外国語）
7日(木)八雲町学習交流会（午前中） 18日(月)ｸﾗﾌﾞ活動(幸村先生を招いてのお茶会)
8日(金)AET（5/6年外国語） 20日(水)研修日
9日(土)黒岩小学校閉校記念学芸会 22日(金)移動図書館 AET（5/6年外国語）
11日(月)学芸会振替休日 27日(水)会議日
12日(火)学芸会後始末 29日(金)AET（5/6年外国語）
13日(水)税の書道展表彰式16:00~ハピア

後期児童会活動
～新役員でスタートしました～
10月17日(木)、後期始業式を行いました。黒岩

小学校、最後の児童会役員は次のとおりです。
◇児童会 会 長 (6年)
◇ 副会長 (6年)
◇ 書 記 (5年)

少人数のため、立候補・立会演説会・投票とい
う方法はとってはいませんが、3人とも立派な黒
岩小学校の代表です。
児童会総会は、30日(水)に行われます。
自分たちの暮らす環境を自分たちの手で、そし

て、それぞれの委員会がたてた目標の実現にむか
って努力を続けてほしいと思います。

身体を鍛えて頑張る子どもたち
～校内マラソン大会より～

中休みのマラソン、昼休みの「ぞうきんがけ
レース」など本校の子どもたちは、どの学校よ
りも身体を鍛えています。
その成果の前期のまとめ、といっても良い「校

内マラソン大会」が10月2日(水)に行われまし
た。高学年で1.5kmの距離です。
子どもたちは、先ずは去年の自己記録更新の

ため、一生懸命走りました。

閉校記念学芸会に向けて
11月9日(土)は、黒岩小学校最後の学芸会の

日です。
児童数も昨年に比べ2人減り、6名での学芸会

の実施になります。
先日、全校劇の3回目の練習を見ました。演

目は「走れメロス」。小学生には少し難しい内
容なのですが、既に台詞のほとんどを暗記して
いたり、自分の演技をしようと工夫して努力す
る姿に心打たれました。
昨年好評だった「書道パフォーマンス」も取

り入れ、少人数ながら内容のとても濃い学芸会
になることだと思います。
町内会全戸にも、学芸会案内

のチラシを配布しましたが、日
ごとに寒さを増していく季節。
子どもたちが一生懸命に演じる
姿をご覧いただき、心を温かく
していただけたら幸いです。
ご来場をお待ちしております。

「八雲もの知り博士」誕生
八雲町教育委員会が主催して今年で3回目の実

施になる「八雲学ジュニア検定」が、10月1日に
行われました。本校は、初受験で全校児童で挑
戦しました。
その結果、参加者中歴代最高得点を記録した
君(4年)が「八雲もの知り博士賞」を受ける

ことができました。
参加者全員、とてもよく頑張りました。


